
























































































































































































































































「実践から学ぶインターネット講座」は 2013年 8月 24日（土）に実施された。学習目標はパソ
コンを使用して楽しみながらインターネットに慣れることである。講座は 10：30～ 12：00と 13：
00～ 14：30の 2回で，午前，午後とも内容は同じで，定員 20名のところ午前コースの参加者が 5名，




























2014年度の最優秀賞作品は「大事なものは，そこにある THINK OF FOOD：食生活を考える」
と「第2の人生のススメ：これからの暮らし講座」であった。前者は事業名をやや短くして「THINK 
OF FOOD～大事なものは，そこにある～」として 2015年 6月 27日（土）13：00～ 15：00に実
施した。後者は企画した学生の協力が得られなかったため，戸山図書館で企画を練り直して，「こ
れからの暮らしの講座『高齢者介護について知ろう，考えよう，話し合おう』」というタイトルで




















り，家族や自分が親を介護する立場になった際に役立ててもらうことである。第 1日目の 11月 7
日（土）14：00～16：00に戸山生涯学習館1階ホールで認知症と介護の問題をテーマにした映画『花
いちもんめ』を上映し，第 2日目の 11月 14日（土）14：00～ 16：00に新宿区若松町高齢者総合
相談センターの介護福祉士である小田洋子氏に高齢者介護の実情と介護にあたる際に大切なことに
ついて講演していただき，後半に意見交換するワークショップを実施した。開催を告げる広報が直
前の 11月 5日発行の『広報しんじゅく』に掲載されたことで，第 1日目は定員 100名のところ参





きですか？―千年前と変わらぬ恋心―」の 2作品であった。前者は 2016年 5月 14日（土）14：
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 16 最近は図書館見学の時期に中央図書館では新入生のために Library Weekを実施し，館内スタンプラリーで館内の
主要な施設を巡るセルフツアーが行われるため，セルフツアーに参加する形で見学を行っている。




ている「計画シート 6」（URL: http://www.nier.go.jp/jissen/chosa/handbook1-23.htm（参照 2016–11–2））などに基
づいて策定したもの。また，授業では次の資料を事例として学生に提示している。山本恒夫ほか『社会教育計画』
文憲堂，2007年，p. 106に掲載された「表 6–1　参加型学習を取り入れた学習プログラムの事例」。
 20 当初はレジュメの作成はしていなかったが，2012年度からレジュメの作成を必要条件に加えた。
 21 東北学院大学で開講している社会教育実習では仙台市中央市民センターと連携してセンターで実務実習を行いなが
ら学習講座を企画立案して実施してセンター，大学，学生にとって成果が得られた先進事例が報告されている（水
谷修・今川義博「社会教育主事養成のためのプログラム開発に関する一考察：仙台市中央市民センターにおける講
座づくり実習の取り組みを例に」，『東北学院大学論集：人間・言語・情報』121号，1998年，p. 67–88）。筆者が行っ
ている新宿区立戸山図書館との連携による学習プログラム開発はこの例を基にしたものではなく，授業を行ってい
る中で自然と生まれたものであり，東北学院大学の事例は後に知ったものである。
 22 この点については東北学院大学で開講している社会教育実習でも指摘されており，実習生が若者向けの講座の企画
を行っている。水谷修・今川義博，前掲論文，p. 72–74。
